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細胞がん化の多段階的形質発現に関連した染⾊体変化とがん遺伝⼦の活性化 Research Project

Project/Area Number 60015026

Research Category Grant-in-Aid for Cancer Research

Allocation Type Single-year Grants

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator 鈴⽊ ⽂男   ⾦沢⼤学, 薬, 助教授 (10019672)

Project Period (FY) 1985
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Budget Amount *help ¥2,300,000 (Direct Cost: ¥2,300,000)
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Keywords 細胞がん化 / 染⾊体変化 / がん遺伝⼦ / チャイニーズハムスター細胞 / ゴールデンハムスター細胞 / トリソミー / DNAトランスフェクション / myc / ras

Research Abstract 古くから、染⾊体変化と細胞がん化との間には密接な関係があるものと考えられている。本研究では、培養細胞を⽤いた⾃然発がん系を確⽴し、正常細胞から
悪性な形質転換細胞に⾄る全過程を通して染⾊体変化を調べ、さらにがん遺伝⼦発現との関係を調べることにより、細胞がん化における染⾊体変化の役割につ
いて解析した。研究成果の概要は次のとおりである。 
1.チャイニーズハムスター胎児由来細胞は、ゴールデンハムスター胎児由来細胞に⽐べて容易に⾃然がん化することがわかった。この際、細胞の不死化や軟寒
天コロニー形成能および造腫瘍性といったがん化形質が段階的に発現し、培養細胞レベルで細胞がん化の多段階性が証明できた。 
2.チャイニーズハムスターの場合、すべての培養系において無限増殖系へ移⾏した時点で⾼頻度に3番染⾊体⻑腕部の付加(3qトリソミー)が⾒られた。つまり、
3qトリソミー化が細胞の不死化に関係していることがわかった。3.ゴールデンハムスターの場合、細胞系によって変化する染⾊体が異なるが、⽐較的早い時期
に共通して現われた11番染⾊体のトリソミー化が細胞の不死化を引き起こしていることが⽰唆された。 
4.既知がん遺伝⼦をプローブを⽤いて各継代期のがん遺伝⼦発現量を調べたが、有意な傾向をつかむことはできなかった。しかし、DNAトランスフェクション
実験では、ゴールデンハムスター正常⼆倍体細胞のがん化には少なくとも2種類のがん遺伝⼦の活性化が必要であり、myc遺伝⼦は細胞の不死化に、ras遺伝⼦
はその後の悪性化に関係していることを⽰唆する結果が得られた。 
現在、このような染⾊体変化によってドのような遺伝⼦変異が⽣ジるかを、遺伝⼦⼯学的⼿法を⽤いて解析中である。
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